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一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
以
来
、
と
く
に
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
以
来
、
中
国
の
経
済
は
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
た
。
四
〇
年
に
も
及
ぶ
高
度
経
済
成
長
は
、
一
般
国
民

の
日
常
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
改
革
開
放
の
も
と

で
、
中
国
は
二
〇
世
紀
最
後
の
十
数
年
の
間
に
、
世
界
の
先
進
国
と

同
時
に
情
報
技
術
革
命
の
過
程
に
入
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
一
般
の

人
々
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
情
報
交
換
機
器
だ
け
に
つ
い
て
言

え
ば
、
固
定
電
話
か
ら
携
帯
電
話
へ
の
変
化
、
そ
し
て
一
般
的
な
通

信
携
帯
か
ら
ス
マ
ー
ト
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
携
帯
へ
の
進
化
、
さ
ら
に

携
帯
電
話
と
い
う
情
報
機
器
は
ほ
ぼ
一
人
一
台
を
持
つ
ま
で
普
及
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
人
々
の
日
常
生
活
の
様
々

な
変
化
は
、
深
刻
で
持
続
的
な
「
革
命
」
と
い
え
よ
う
。
本
稿
は
主

に
携
帯
電
話
の
普
及
が
中
国
社
会
の
人
間
関
係
に
も
た
ら
す
複
雑
な

影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
生
活
革
命
」
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
普
及

　
筆
者
は
、
携
帯
電
話
の
急
速
な
普
及
過
程
を
、
現
代
中
国
に
お
け

る
継
続
的
な
「
現
在
進
行
中
」
の
「
生
活
革
命
」
の
重
要
な
一
環
と

捉
え
て
い
〉
1
〈

た
。
現
代
中
国
社
会
の
「
生
活
革
命
」
は
、
衣
食
住
及
び

交
通
手
段
、
通
信
、
ト
イ
レ
革
命
等
の
多
く
の
重
要
な
方
面
に
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
家
庭
用
電
気
製
品
の
普
及
に
関
し
て
は
、

主
に
「
生
活
家
電
」（
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

掃
除
機
等
）
と
「
通
信
機
器
」（
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、

固
定
電
話
、
電
報
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
、
パ
ソ
コ
ン
と

携
帯
電
話
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
現
在
、
携
帯
電
話
は
通
信
機
器
の

携
帯
電
話
の
普
及
と 

中
国
社
会
の
人
間
関
係
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中
で
、
先
の
も
の
を
追
い
越
し
て
、
完
全
に
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
八
七
年
一
一
月
、
全
国
第
六
回
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

た
際
、
広
州
は
率
先
し
て
中
国
初
の
携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
を
開
通

し
、
初
の
ユ
ー
ザ
は
約
七
百
人
で
、
そ
の
多
く
は
政
府
関
係
者
で

あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
四
月
、
中
国
は
正
式
に
国
際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
た
。
同
年
七
月
、
中
国
初
の
モ
バ
イ
ル
通
信
事
業
者
で

あ
る
「
中
国
聯
通
会
社
」（
以
下
「
中
国
聯
通
」）
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年
四
月
、
全
国
一
五
の
省
市
が
次
々
と
デ
ジ
タ
ル
携
帯
電

話
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
建
設
し
、
携
帯
電
話
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ロ
ー
ミ
ン
グ
を
ま
も
な
く
実
現
し
た
。
一
九
九
八
年
、
中
国

大
陸
は
初
め
て
携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を
開

通
し
た
。
初
め
は
漢
字
入
力
機
能
が
な
い
た
め
、
ピ
ン
イ
ン
形
式
で

し
か
情
報
を
送
信
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

建
設
は
大
き
く
進
展
し
た
。「
十
五
」（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
）
期

間
中
、
全
国
の
電
話
ユ
ー
ザ
は
年
間
一
億
人
増
加
し
、
七
・
四
億
人

に
達
し
た
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
、「
中
国
移
動
通
信
」（
以
下
「
中
国

移
動
」）
は
「
村
村
通
話
工
程
」
を
実
施
し
、
全
国
の
九
七
・一
％
の

行
政
村
の
電
話
が
繋
が
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
九
月
に
、
こ
れ
ま
で
電

話
が
繋
が
っ
て
い
な
い
七
万
余
り
の
行
政
村
の
中
で
、
二
万
九
七
七

三
箇
所
の
行
政
村
が
新
た
に
電
話
を
開
通
し
た
。
二
〇
〇
九
年
末
、

全
国
行
政
村
の
電
話
の
人
口
カ
バ
ー
率
は
九
九
・
八
六
％
に
達
し
、

二
〇
戸
以
上
の
自
然
村
の
電
話
の
カ
バ
ー
率
は
九
三
・
四
％
に
達
し

た
。
行
政
村
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
は
九
一
・
五
％
に
達
し
、

郷
鎮
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
は
九
九
・三
％
に
達
し
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
四
月
、「
中
国
移
動
通
信
会
社
」（
チ
ャ
イ
ナ
モ
バ
イ

ル
）
が
設
立
さ
れ
、
同
年
九
月
に
「
中
国
電
信
集
団
会
社
」
が
設
立

さ
れ
た
。
同
年
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
は
、
初
の
完
全
中
国
語
の
携
帯
電
話

を
発
売
し
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
電
話
帳
を
中
国
語
で
入
力
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
携
帯
電
話
の
中
国
語
化
を
実
現
し
た
。
ノ
キ
ア

が
発
売
し
たN

okia 1100

（
携
帯
電
話
）
は
、
中
国
市
場
で
大
き
な

売
り
上
げ
を
遂
げ
、
二
億
五
千
万
台
を
販
売
し
た
こ
と
で
、
携
帯
電

話
販
売
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、「
中
国
移

動
」
と
「
中
国
聯
通
」
は
通
信
料
金
を
大
幅
に
引
き
下
げ
た
。
二
〇

〇
七
年
、
ノ
キ
ア
はN

okia N
95

（
携
帯
電
話
）
を
発
売
し
、
同
機

種
は
、
通
話
、
音
楽
、
写
真
、
人
工
知
能
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
の
多
様
な
機
能
を
融
合
さ
せ
、
高
度
な

互
換
性
を
備
え
て
い
た
。
同
年
、
ア
ッ
プ
ル
はiPhone

を
発
売
し
、

携
帯
電
話
市
場
に
空
前
の
衝
撃
を
与
え
た
。
二
〇
一
〇
年
、

iPhone 4

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
市
場
の
地
位
を
徹
底
的
に
築
い
て
か

ら
、
世
界
は
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
入
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
年
頃
に
、
中
国
の
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
数
は
固
定
電
話

ユ
ー
ザ
数
を
超
え
た
。
二
〇
〇
七
年
、
固
定
電
話
ユ
ー
ザ
数
は
大
幅

に
減
少
し
始
め
た
。
二
〇
〇
八
年
一
二
月
ま
で
に
、
中
国
は
三
・
四

億
人
の
固
定
電
話
ユ
ー
ザ
（
前
年
同
期
比
二
〇
四
三
万
件
減
）
と

六
・
四
億
件
の
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
（
前
年
同
期
比
九
三
九
二
万
件
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増
）
を
持
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
全
国
電
話
ユ
ー
ザ
の
総
数

は
一
〇
・
六
億
件
に
達
し
、
そ
の
う
ち
固
定
電
話
と
携
帯
電
話
は
そ

れ
ぞ
れ
三
・一
億
件
と
七
・五
億
件
で
あ
り
、
携
帯
電
話
は
電
話
ユ
ー

ザ
総
数
の
七
〇
・
八
％
を
占
め
て
い
〉
2
〈

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
と

W
eC

hat

（
中
国
版LIN

E

と
も
よ
ば
れ
る
）
等
の
低
コ
ス
ト
の

ネ
ッ
ト
通
信
技
術
は
、
伝
統
的
な
音
声
通
話
に
衝
撃
を
与
え
、
固
定

電
話
ユ
ー
ザ
は
日
々
減
少
し
て
い
く
。

　
携
帯
電
話
の
中
国
社
会
に
お
け
る
急
速
な
普
及
過
程
に
は
、
相
補

的
な
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
目
は
安
定
、
シ
ン
プ
ル
、
安
価
を

特
徴
と
す
る
通
話
携
帯
電
話
の
普
及
で
あ
る
。
二
つ
目
は
高
級
、
高

品
質
、
高
価
格
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
繋
が
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
の
パ
ク
リ
携
帯
電
話
や
密
輸

携
帯
電
話
の
存
在
も
あ
る
。
激
し
い
競
争
の
中
で
、
世
界
の
各
ブ
ラ

ン
ド
が
中
国
市
場
を
駆
け
回
る
一
方
で
、
国
産
携
帯
電
話
の
ブ
ラ
ン

ド
も
際
立
つ
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
高
品
質
か
つ
低
価
格
の
新
し
い

方
向
（
例
え
ば
、
華
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

為
や
小シ
ャ
オ
ミ米

の
携
帯
電
話
）
へ
と
導
い
た
。
ハ

イ
エ
ン
ド
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ロ
ー
エ
ン
ド
の
通
話
携
帯
電
話

へ
、
さ
ら
に
パ
ク
リ
携
帯
電
話
に
至
っ
て
、
基
本
的
に
は
中
国
の
大

面
積
、
大
規
模
、
ま
た
消
費
者
の
携
帯
電
話
に
対
す
る
多
様
な
需
要

に
対
応
し
、
そ
の
需
要
を
満
た
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
全
国

の
携
帯
電
話
の
ユ
ー
ザ
が
五
六
九
八
万
件
ほ
ど
増
え
て
、
一
二
・
八

六
億
件
に
達
し
、
携
帯
電
話
の
普
及
率
は
九
四
・
五
％
で
あ
る
。
携

帯
電
話
の
普
及
率
だ
け
を
み
る
と
、
中
国
は
情
報
技
術
革
命
の
波
の

中
で
、
ほ
と
ん
ど
遅
れ
て
い
な
い
と
言
え
〉
3
〈
る
。

　
中
国
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
販
売
数
が
全
世
界
で
最
も
多
い
国
で

あ
り
、
二
〇
一
五
年
、
中
国
市
場
で
は
約
四
億
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
販
売
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
三
分
の
一
の
中
国
人
が
新
し
い
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
動
機
は
主
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
魅
力
に
あ
る
。
二
〇
一
六
年
、iPhone

とiPad

が
中
国
の
農
村
に
お
い
て
も
売
れ
行
き
が
よ
く
、iPhone

が
中
国

の
農
村
に
進
出
し
た
こ
と
は
、
中
級
の
価
格
戦
略
が
功
を
奏
し
て
、

農
村
人
口
の
収
入
が
あ
る
程
度
向
上
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
携

帯
電
話
は
、
中
国
で
は
だ
ん
だ
ん
お
金
持
ち
の
贅
沢
品
で
は
な
く
な

り
、
普
及
率
の
高
い
日
常
消
費
品
に
な
り
、
基
本
的
に
一
人
一
台
と

い
う
局
面
を
実
現
し
た
。
二
〇
一
八
年
五
月
ま
で
に
、
中
国
の
携
帯

電
話
ユ
ー
ザ
総
数
は
一
四
・
〇
四
億
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
４
Ｇ

ユ
ー
ザ
総
数
は
七
・
四
六
億
人
に
達
し
た
。

　
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｎ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
が
発
表
し
た
第
四
二
回
『
中
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
状
況

統
計
報
〉
4
〈告

』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
六
月
末
ま
で
に
、
中
国
の

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
は
八
・
〇
二
億
人
に
達
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及

率
は
五
七
・
七
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
半
分
以
上
の
中
国
人
が
様
々
な

形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
は
七
・
八
八
億
人
に
達
し
、

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
が
携
帯
電
話
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る
割
合
は
、
九
八
・
三
％
に
達
し
た
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
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ユ
ー
ザ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
の
七
一
・
〇
％
を
占
め
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
支
払
い
が
潮
流
に
な
っ
て
い
る
。
携
帯
電

話
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
の
う
ち
、
モ
バ
イ
ル
決
済
の
割
合
も
七
一
・

九
％
に
達
し
た
。
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
カ
バ
ー
面
積
が
大
幅
に
増

大
し
た
た
め
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
のW

iFi

使
用
率
は
九
二
・
〇
％
に

達
し
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
の
個
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
は
携
帯
端
末

に
集
中
し
つ
つ
あ
る
。

　
現
在
、
中
学
生
の
約
四
五
％
が
携
帯
電
話
を
持
ち
、
高
校
生
は
八

一
％
に
達
し
、
大
学
生
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
青
年
は
基
本
的
に
一
人

一
台
持
っ
て
い
〉
5
〈

る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
二
〇
一
五
年
、
小
学
校
と
そ

れ
以
下
の
学
歴
者
が
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
総
数
を
占
め
る
割
合
も
上
昇
し

て
い
る
こ
と
は
、
携
帯
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
情

報
技
術
革
命
が
、
中
国
の
農
村
や
辺
境
地
域
の
低
学
歴
者
た
ち
も
巻

き
込
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
や

社
会
環
境
の
充
実
に
伴
い
、
中
国
の
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及

び
様
々
な
関
連
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ニ
ー
ズ
が
深
く
開
発
さ

れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
端
末
と
し
た
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
応
用
は
、一
般
国
民
の
日
常
生
活
を
絶
え
ず
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

個
人
主
義
の
情
報
機
器
と
し
て
の
携
帯
電
話

　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
を
、
家
庭
に
入
る
「
大
衆
メ

デ
ィ
ア
」
と
見
な
す
な
ら
ば
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
は
、

家
庭
に
入
る
「
個
人
メ
デ
ィ
ア
」
と
な
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴

は
一
方
的
な
伝
達
で
あ
り
、
受
け
手
は
選
択
の
可
能
性
は
あ
る
が
、

情
報
発
信
者
に
は
な
り
に
く
い
。
し
か
し
、
電
話
や
携
帯
電
話
等
の

個
人
メ
デ
ィ
ア
は
誰
で
も
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
〉
6
〈

る
。
重
要

な
こ
と
に
、
携
帯
電
話
は
、
情
報
機
器
の
個
人
化
の
典
型
的
な
も
の

と
言
え
よ
う
。

　
中
国
で
は
、
固
定
電
話
は
本
来
、
政
府
機
関
、
会
社
と
公
共
事
業

機
構
同
士
間
で
の
連
絡
道
具
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
固
定

電
話
が
よ
う
や
く
一
般
家
庭
に
入
っ
た
。
電
話
の
あ
る
程
度
の
普
及

に
伴
っ
て
、
事
前
に
確
認
や
予
約
せ
ず
に
立
ち
寄
る
こ
と
や
訪
問
す

る
こ
と
は
「
失
礼
」
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
日
本
と
非
常
に

似
て
い
る
。
従
来
、
親
戚
や
隣
人
同
士
で
の
対
面
会
話
は
、
電
話
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
減
少
傾
向
が
現
れ
始
め
た
。
し
か
し
同
時
に
、

電
話
は
物
事
を
伝
え
る
道
具
か
ら
、
感
情
を
交
流
す
る
設
備
に
発
展

し
、
本
来
時
間
を
節
約
で
き
る
電
話
は
逆
に
「
電
話
粥
を
炊
く
」

（
日
本
語
で
は
長
電
話
を
す
る
）
の
方
向
へ
転
換
し
、
親
戚
の
間
の

長
電
話
は
「
チ
ャ
ッ
ト
」
の
属
性
を
備
え
て
い
る
。

　
固
定
電
話
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
携
帯
電

話
は
中
国
で
新
し
い
勢
力
と
し
て
突
然
現
れ
、
そ
の
重
要
性
は
ま
も

な
く
家
庭
の
固
定
電
話
を
超
え
た
。
携
帯
電
話
が
業
務
連
絡
の
道
具

か
ら
一
人
一
台
ま
で
発
展
し
た
時
、
個
人
の
通
話
交
流
の
空
間
を
大

き
く
拡
張
し
、
個
人
化
の
見
通
し
を
際
立
た
せ
た
。
携
帯
電
話
は
個
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人
主
義
の
情
報
機
器
と
し
て
、
子
供
を
含
む
家
庭
内
の
各
メ
ン
バ
ー

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
非
常
に
明
確
に
強
化
し
た
。
家
庭
の
固
定
電
話

は
、
多
少
家
族
を
相
互
に
繋
ぐ
機
能
が
あ
り
、
家
庭
単
位
の
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
。
家
庭
の
固
定
電
話
の
通
話
内
容
は
、
通
常
他
の
家
族
メ

ン
バ
ー
に
隠
す
必
要
も
な
い
。
し
か
し
、
家
庭
か
ら
の
対
外
連
絡
は

携
帯
電
話
の
登
場
に
よ
っ
て
迅
速
に
個
人
化
さ
れ
、
家
族
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
携
帯
電
話
の
出
現
に
よ
っ
て
微
妙
に
な
る
。

携
帯
電
話
を
経
由
し
た
家
族
交
流
は
確
か
に
便
利
に
な
っ
た
が
、
個

人
の
独
立
性
が
強
化
さ
れ
、
夫
婦
の
間
、
親
子
の
間
に
家
庭
内
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
立
さ
れ
、
家
庭
内
の
関
係
に
微
妙
な
変
化
を
も
た

ら
し
〉
7
〈

た
。
携
帯
電
話
は
家
庭
の
対
外
連
絡
道
具
で
は
な
く
、
個
人
の

対
外
連
絡
道
具
で
あ
る
。
個
人
化
さ
れ
た
携
帯
電
話
が
家
族
関
係
に

与
え
る
影
響
は
、
ま
だ
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
運
営
者
が
出
し
た

「
家
族
プ
ラ
ン
」
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
通
話
機
能
付
き
の
児
童
携
帯
電
話

等
に
よ
っ
て
、
家
族
と
の
連
絡
を
さ
ら
に
濃
密
に
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

　
携
帯
電
話
は
公
衆
電
話
の
よ
う
に
場
所
の
制
限
が
な
く
、
個
人
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
属
性
が
目
立
つ
。
極
端
に
言
え
ば
、
携
帯
電
話

が
人
々
の
身
体
の
一
部
と
な
る
。
携
帯
電
話
は
現
代
社
会
の
電
子
化

「
個
人
」
を
生
み
出
し
〉
8
〈

た
。
携
帯
電
話
番
号
は
固
定
電
話
番
号
よ
り

も
、
個
人
の
身
分
を
代
表
し
て
い
る
。
固
定
電
話
と
携
帯
電
話
が
普

及
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
家
庭
電
話
番
号
と
携
帯
電
話
番

号
の
重
要
性
は
、
家
庭
住
所
と
郵
便
番
号
の
重
要
性
を
超
え
、
携
帯

電
話
番
号
は
個
人
の
コ
ー
ド
番
号
と
な
り
、
長
距
離
ま
た
は
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
に
お
け
る
人
々
が
、
互
い
に
識
別
・
確
認
す
る
座
標
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
携
帯
電
話
番
号
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
、
付

き
合
う
ま
た
は
付
き
合
う
可
能
性
の
相
互
確
認
で
あ
り
、
そ
の
次
は

個
人
関
係
の
親
密
化
の
開
始
と
な
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
〉
9
〈

る
。
一
人

一
台
の
携
帯
電
話
と
い
う
社
会
現
実
は
、
個
人
化
社
会
の
発
展
方
向

を
際
立
た
せ
て
い
る
。
携
帯
電
話
に
は
当
事
者
が
所
有
す
る
情
報
が

内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
公
開
し
て
他
人
に
共
有
し
て
も
よ
い
モ
ノ
も
あ

れ
ば
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
秘
密
、
本
人
も
意
識
し
て
い
な
い
情

報
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
は
最
初
か
ら
家
庭
の
も
の
で
は

な
く
、
個
人
の
も
の
で
あ
る
。

　
人
類
学
者
の
閻
雲
祥
は
、
改
革
開
放
以
来
、
中
国
社
会
の
発
展

は
、「
個
人
化
」
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
、
個
人
の
社
会
実
践
が
重
要

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
関
係
の
構
造
の
変
遷
に
よ
っ
て
も
た

ら
し
た
個
人
化
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
と
指
摘
し
て
い
〉
10
〈

る
。
こ
の
変
革

は
、
現
在
、
日
常
生
活
の
領
域
で
中
国
社
会
を
再
構
築
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
無
公
徳
個
人
」
は
、
高
度
流
動
の
な
か
で
、
携
帯
電
話

を
持
っ
て
傍
若
無
人
に
公
共
の
場
で
電
話
す
る
人
を
連
想
さ
せ
る
。

か
つ
て
の
家
庭
を
社
会
の
「
分
子
」
に
例
え
れ
ば
、
一
人
一
台
の
情

報
機
器
を
持
つ
個
人
は
、
現
在
の
新
し
い
社
会
状
態
で
の
「
原
子
」

で
あ
る
。
中
国
社
会
は
急
速
に
「
原
子
化
」
に
向
か
っ
て
お
り
、
携

帯
電
話
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
強
く
促
進
し
て
い
る
。
数
年
前
に
腕
時

計
が
中
国
で
一
人
一
個
ま
で
普
及
し
た
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
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た
時
間
制
度
に
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
〉
11
〈
に
、
現
在

一
人
一
台
の
携
帯
電
話
は
、「
原
子
化
」
の
携
帯
電
話
所
持
者
が
、

携
帯
電
話
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
基
盤
と
し
た
情
報
氾
濫
の
中
に
陥
り
、
自
力
で
抜
け
出
せ
な
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
携
帯
電
話
は
、
所
持
者
個
人
が
世
界
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
界
を

含
む
）
に
接
続
す
る
窓
口
で
あ
り
、
個
人
の
万
能
道
具
に
変
身
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
、
個

人
に
高
度
な
自
由
を
も
た
ら
し
、
社
会
全
体
を
非
中
心
化
に
し
て

い
〉
12
〈
る
。
携
帯
電
話
と
い
う
個
人
化
さ
れ
た
情
報
機
器
の
使
用
は
、

人
々
の
日
常
生
活
を
ま
す
ま
す
個
人
中
心
化
に
し
、
家
族
の
会
話
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
中
国

で
は
、
携
帯
電
話
を
通
じ
て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参

加
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実

践
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
社
会
参
加
に
新
し
い
可
能
性

を
多
く
生
み
出
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
モ
バ
イ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
無
数
の
個
人
は
、
迅
速
に
次
か

ら
次
へ
と
バ
ー
チ
ャ
ル
社
会
空
間
（
例
え
ば
、
携
帯
電
話W

eC
hat

の
チ
ャ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
人
々
は
学
習
・
適
応
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
代
償
を
払
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今

で
は
嫌
が
ら
せ
と
定
義
で
き
る
情
報
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
無
数
の
詐
欺
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
詐
欺
メ
ー

ル
、
詐
欺
電
話
等
が
横
行
し
、
中
国
の
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　
貧
富
の
格
差
が
依
然
と
し
て
大
き
い
現
代
中
国
社
会
で
は
、
携
帯

電
話
の
普
及
過
程
も
不
均
衡
で
あ
る
。
現
代
中
国
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
は
、
事
実
上
、
中
流
層
の
崛
起

と
同
期
し
て
お
り
、
知
識
教
育
の
背
景
の
も
と
で
、
中
流
層
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
携
帯
電
話
を
容
易
に
受
け
入
れ
、
よ
り
上
手
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
社
会
は
い
わ
ゆ
る
「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」

を
形
成
し
た
。
消
費
能
力
の
影
響
を
受
け
、
あ
る
時
期
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
普
通
の
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
人
の
間
に

は
明
ら
か
に
様
々
な
相
違
点
が
現
れ
た
。
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

新
興
の
中
流
層
は
、
娯
楽
で
は
な
く
、
主
に
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
を
獲
得
し
、
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
ル
ー
ト
に
な
る
〉
13
〈
が
、
社
会
の
底
層
に
あ
る
若

者
グ
ル
ー
プ
は
主
に
様
々
な
娯
楽
を
求
め
て
い
る
。
実
際
、
中
流
層

の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
付
き
合
い
は
“
熟
人
”（
日
本
語

で
は
知
人
）
に
限
ら
れ
、「
知
ら
な
い
人
」
と
は
ほ
と
ん
ど
付
き
合

わ
な
い
ま
た
は
全
く
付
き
合
わ
な
い
傾
向
が
あ
〉
14
〈

り
、
こ
れ
は
、
他
の

携
帯
電
話
利
用
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
無
限
大
ま
で
拡
大
し
よ
う
と

す
る
傾
向
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
農
民
工
に
と
っ
て
、
簡
単
な
通
信
携
帯
電
話
も
現
代
都
市
生
活
の

シ
ン
ボ
ル
と
見
な
〉
15
〈

し
、
携
帯
電
話
の
日
常
生
活
に
対
す
る
意
義
は
、

家
族
、
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
伝
統
的
な
社
会
関
係
を
維

持
・
発
展
す
る
以
外
に
、
同
様
に
象
徴
資
本
の
属
性
を
持
っ
て
い
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る
。
貴
州
省
の
西
江
苗
寨
（
少
数
民
族
で
あ
る
ミ
ャ
オ
族
最
大
の
集

落
と
言
わ
れ
て
い
る
）
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
頃
に
携
帯
電
話
が

現
地
に
入
り
始
め
た
。
二
〇
一
五
年
頃
、
西
江
苗
寨
の
農
民
の
家
に

す
で
に
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
出
稼
ぎ
が
男
女
青

年
の
「
通
過
儀
礼
」
に
な
っ
た
状
況
の
も
と
で
、
携
帯
電
話
も
ア
ル

バ
イ
ト
の
生
活
様
式
を
構
築
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
っ
た
。

二
〇
一
八
年
以
降
、
観
光
業
の
現
地
で
の
急
激
な
発
展
は
、
携
帯
電

話
の
徹
底
的
な
普
及
を
促
進
し
た
。
人
々
は
携
帯
電
話
を
通
じ
て
家

族
や
親
戚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
・
強
化
し
た
。
例
え
ば
、
親
族

の
兄
弟
の
携
帯
電
話
番
号
リ
ス
ト
を
家
族
の
連
絡
帳
に
す
る
〉
16
〈等
。
し

か
し
一
方
で
、携
帯
電
話
は
“
活
路
”（
日
本
語
で
は
生
計
）
で
あ
り
、

現
地
の
人
は
携
帯
電
話
に
消
費
す
る
か
、
あ
る
い
は
携
帯
電
話
を
通

じ
て
消
費
し
、
主
に
旅
行
産
業
の
生
計
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

断
片
化
す
る
交
流

　
伝
統
の
通
話
携
帯
電
話
と
比
較
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
通
話
等
の
基
本
機
能
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

重
要
な
の
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
す
な
わ
ち
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と

へ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
獲
得
で
き
る
の
は
、
ほ
ぼ
無
限
の
情
報
資
源
で
あ
る
。
小
型

モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
同
様
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
ユ
ー
ザ
が

持
ち
歩
く
の
に
不
可
欠
な
必
需
品
と
な
り
、
所
持
者
と
情
報
、
メ

デ
ィ
ア
、
周
辺
社
会
と
の
関
係
を
徹
底
的
に
変
え
た
。
現
代
中
国

人
、
特
に
都
市
の
若
い
世
代
は
、
携
帯
電
話
、
鍵
、
財
布
（
各
種

カ
ー
ド
）
を
外
出
必
需
品
と
み
な
し
て
い
る
。
日
本
人
学
者
の
知
見

を
借
り
る
と
、
携
帯
電
話
が
現
代
社
会
の
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」
あ
る

い
は
「
生
命
線
」
の
一
部
と
な
〉
17
〈

る
。

　
携
帯
電
話
の
機
能
拡
張
と
し
て
、
ま
ず
モ
バ
イ
ル
通
信
事
業
者
に

よ
っ
て
次
々
と
開
発
・
提
供
さ
れ
て
い
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
オ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
中
国
移
動
」
が
提
供
し
て
い
る
携
帯

電
話
の
“
飛
信
”“
飛
聊
”
と
い
っ
た
総
合
的
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
音

声
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ト
）、“
移
動
網
信
”

サ
ー
ビ
ス
（
団
体
顧
客
に
回
覧
メ
ー
ル
や
情
報
交
換
等
を
提
供
す

る
）、W

LA
N

無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
やW

iFi

サ
ー
ビ
ス
（
携
帯

電
話
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
）、
そ
し
て
“
手
機
報
”（
携
帯
電
話
の
新

聞
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
）、“
手
機
銭
包
”（
携
帯
電
話
財
布
。
支
払
い

業
務
及
び
個
人
金
融
情
報
サ
ー
ビ
ス
）、“
手
機
商
界
”（
携
帯
電
話

ビ
ジ
ネ
ス
。
電
子
商
務
取
引
情
報
及
び
応
用
サ
ー
ビ
ス
）、
携
帯
電

話
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
電
子
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話
読
書
（
電
子
書

籍
、
雑
誌
、
漫
画
）、
携
帯
電
話
ビ
デ
オ
、
生
活
情
報
検
索
サ
ー
ビ

ス
等
が
あ
る
。
ま
た
、「
中
国
聯
通
」
が
提
供
し
て
い
る
携
帯
電
話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
テ
レ
ビ
、
携
帯
電
話
音
楽
、
携
帯
電

話
読
書
、
携
帯
電
話
商
店
、
携
帯
電
話
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話
新
聞
、

テ
レ
ビ
電
話
、
ビ
デ
オ
共
有
、
生
活
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
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る
。
さ
ら
に
、「
中
国
電
信
」
が
提
供
し
て
い
る
“
番
号
百
事
通
”

（
衣
食
住
用
に
関
す
る
便
利
な
情
報
）、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ビ
デ
オ
会

議
通
信
（
遠
隔
画
像
、
音
声
、
デ
ー
タ
等
の
情
報
リ
ア
ル
タ
イ
ム
相

互
遠
隔
送
信
）、
対
話
式
会
議
電
話
業
務
等
が
あ
る
。
次
は
携
帯
電

話
所
持
者
が
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
由
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
携
帯
電
話
の
個
性
的
な
多
機
能
使
用
が
拡
張
さ
れ
て

い
る
。
携
帯
電
話
所
持
者
は
、
列
車
の
時
刻
表
を
調
べ
た
り
、
料
理

の
調
理
法
を
確
認
し
た
り
、
写
真
を
編
集
し
た
り
、
地
図
を
検
索
し

た
り
、
二
カ
国
語
辞
書
を
調
べ
た
り
す
る
等
の
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
数
は
数
十
万

種
類
に
上
り
、
異
な
る
職
業
、
趣
味
と
生
活
モ
ー
ド
の
人
々
に
利
便

性
を
提
供
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ト
ア
は
、
携
帯
電
話
の
機
能
を
個
性
的
に
拡
張
す
る
の
に
無
限
の
可

能
性
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
携
帯
電
話
及
び
そ
の
普
及
が
現
代
中
国
社
会
に
も
た
ら
し
た
数
多

く
の
影
響
の
中
で
、
最
も
よ
く
言
及
さ
れ
た
の
は
、
中
国
社
会
の
人

間
関
係
の
交
流
方
式
を
変
え
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
社
会
は
人
間
関

係
の
維
持
と
形
成
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
人
々
は

無
数
の
交
流
方
式
を
発
明
し
て
き
た
。
現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
関

係
の
複
雑
化
・
希
薄
化
に
伴
っ
て
、
様
々
な
交
流
方
式
が
常
に
廃

止
、
盛
衰
と
変
動
の
中
に
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
携
帯
電
話
の
交
流
に
、
無
限
で
広
い
空
間
を
も
た

ら
し
、
各
種
の
新
し
い
交
流
手
段
が
絶
え
ず
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
とW

eC
hat

等
の
新
興
の
日
常
通
信

方
式
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
中
国
社
会
の
伝
統
的
な
人

間
関
係
の
モ
デ
ル
を
変
え
、
あ
る
程
度
で
新
型
の
社
会
人
間
関
係
を

作
り
上
げ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
〉
18
〈

る
。

　
携
帯
電
話
が
普
及
す
る
前
に
、
中
国
社
会
の
一
般
的
な
交
流
方
式

は
、
主
に
直
接
会
う
こ
と
（
訪
問
、
集
ま
り
、
デ
ー
ト
等
）、
手

紙
、
ハ
ガ
キ
、
電
報
、
電
話
（
公
衆
電
話
、
会
社
の
電
話
あ
る
い
は

家
庭
の
固
定
電
話
を
使
用
す
る
）、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
（
Ｂ
Ｐ
機
、

ペ
ー
ジ
ャ
、C

all

機
）
等
で
あ
る
。
一
九
五
〇
〜
一
九
八
〇
年
代
、

郵
便
局
を
通
し
て
郵
便
物
を
送
る
の
は
最
も
一
般
的
な
情
報
交
換
の

方
法
で
あ
っ
た
。
電
報
は
遠
距
離
即
時
に
情
報
を
伝
達
す
る
方
式
で

あ
る
が
、
費
用
と
字
数
制
限
が
あ
る
た
め
、
非
常
事
態
で
し
か
使
用

で
き
な
い
。
電
話
普
及
率
は
社
会
経
済
の
発
展
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る

重
要
な
指
標
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年
ま
で
、
中
国
の
電
話
普
及
率

は
わ
ず
か
〇
・
三
八
％
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
の
全
国
の
電
話
普
及

率
は
一
〇
％
（
そ
の
う
ち
、
都
市
は
三
〇
％
）
ま
で
上
り
、
北
京
、

上
海
、
広
州
、
福
州
、
杭
州
、
南
京
、
深
圳
等
の
大
都
市
の
電
話
普

及
率
は
五
〇
％
を
わ
ず
か
超
え
〉
19
〈

た
。
そ
の
後
、
家
庭
電
話
、
ポ
ケ
ッ

ト
ベ
ル
と
携
帯
電
話
の
影
響
で
、
電
報
方
式
は
急
激
に
衰
退
し
、
今

は
た
だ
礼
儀
電
報
（
祝
電
、
弔
電
）
と
し
て
少
し
だ
け
残
っ
て
い

る
。
同
時
に
、
手
紙
と
年
賀
状
等
の
方
式
は
重
要
性
を
持
た
な
く

な
っ
た
。
都
市
部
の
家
庭
電
話
は
、
一
九
九
〇
年
代
と
そ
の
以
前
で

は
身
分
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
家
に
電
話
が
な
い
人
々
は
、
戸
外
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に
設
置
さ
れ
た
新
聞
売
り
場
、
店
舗
や
公
共
の
場
に
あ
る
公
衆
電
話

を
利
用
し
て
い
た
。
二
一
世
紀
に
入
り
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ

り
、
家
庭
用
電
話
と
戸
外
公
衆
電
話
の
重
要
性
が
急
激
に
低
下
し
、

公
衆
電
話
が
街
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。

　
携
帯
電
話
は
、
遠
距
離
双
方
向
即
時
通
話
を
非
常
に
簡
単
に
で
き

る
が
、
当
初
は
最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
機
能
は
、
音
声
通
話
以

外
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
電
子
メ
ー
ル
で
あ
る
。
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
メ
ー
ル
が
急
激
に
発
展
し
た
原
因
は
、
そ
の
軽
便
性
、
経
済
性
と

随
意
性
に
あ
る
。
初
期
に
Ｇ
Ｓ
Ｍ
網
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
度
に
七
〇
字
以
内
の
文
字
し
か
受
信
ま
た

は
送
信
で
き
な
い
た
め
、「
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
音
声
通
話
と
違
っ
て
、
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

は
時
間
制
限
が
少
な
く
、
そ
の
非
即
時
性
は
か
え
っ
て
長
所
に
な

り
、
す
な
わ
ち
、
送
り
た
い
と
き
に
送
る
、
返
信
し
た
い
時
に
返
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
通
常
し
ば
ら
く
保
存
さ

れ
る
。
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
一
九
九
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
現

れ
、
そ
の
後
急
速
に
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以

前
、
中
国
の
携
帯
電
話
の
大
部
分
は
ま
だ
中
国
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送

受
信
機
能
を
備
え
て
お
ら
ず
、「
中
国
移
動
」
は
二
〇
〇
〇
年
に
携

帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
業
務
を
開
始
し
、「
中
国
聯
通
」
は
迅
速
に

追
い
か
け
た
。
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
業
務
量
は
急
激
に
増
加

し
、
二
〇
〇
〇
年
に
全
国
の
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
量
は
一

〇
億
件
に
達
し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
八
九
億
件
に
激
増
し
た
。
二

〇
〇
五
年
は
三
〇
四
〇
億
件
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
の
年
間
送
信
量

は
五
九
二
一
億
件
で
あ
る
。
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
現
代
中
国
人

の
日
常
連
絡
の
普
通
の
形
式
に
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
携
帯

電
話
所
持
者
が
こ
の
形
式
を
受
け
入
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
し
て

い
る
。
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
は
固
定
電
話
時
代
の
人
間
交

際
の
在
り
方
を
変
え
た
が
、
の
み
な
ら
ず
、
中
国
で
は
そ
の
使
用
頻

度
は
携
帯
電
話
の
即
時
通
話
機
能
も
超
え
て
い
る
。

　
春
節
や
他
の
祝
日
期
間
中
、
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

「
新
年
の
挨
拶
」
や
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
は
、「
新
し
い
民

俗
」
と
思
わ
れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
民
俗

を
、
過
去
に
は
な
い
「
情
報
民
俗
」
と
捉
え
て
い
る
学
者
が
い
〉
20
〈

る
。

二
〇
〇
六
年
、
大
晦
日
か
ら
正
月
七
日
に
か
け
て
、
た
っ
た
八
日

間
、
全
国
の
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
量
が
一
二
六
億
件
ま
で
急

増
し
、
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
一
人
当
た
り
三
〇
件
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
信
し
〉
21
〈

た
。
伝
統
祝
日
期
間
の
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
祝
日

祝
福
を
伝
え
る
ほ
か
、
感
情
を
深
め
、
人
々
の
感
情
交
流
へ
の
心
理

需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
の
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
統
祝
日
期
間
の
「
め
で
た
い
言
葉
」
と
は
共
通
し
て
お
り
、
た
だ

利
用
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
形
式
が
異
な
る
だ
け
で
あ
〉
22
〈

る
。
伝
統
祝
日

期
間
中
、
友
達
、
上
司
、
同
僚
、
ま
た
は
顧
客
に
携
帯
電
話
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
中
国
式
の
人
間
関
係
を

維
持
す
る
基
本
的
な
方
法
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
か
つ
て
の

訪
問
や
、
ハ
ガ
キ
を
送
る
と
い
っ
た
交
流
方
式
は
、
携
帯
電
話
で
の



157──携帯電話の普及と中国社会の人間関係

新
年
挨
拶
と
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
展
に
伴
っ
て
衰
退
し
て
い
き
、

特
に
一
時
流
行
っ
て
い
た
年
賀
状
と
い
う
祝
福
方
式
〉
23
〈

が
、
今
は
新
し

い
携
帯
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
方
式
に
取
っ
て
代
わ
れ
た
。

　
携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ウ
ェ
イ
ボ
（
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
も

呼
ば
れ
る
）、W

eC
hat

等
は
、
主
に
文
字
や
関
連
記
号
を
使
っ
て

交
流
を
行
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
は
文
字
ま
た
は
記
号
で
表
現
し
た

「
話
し
言
葉
」
以
外
に
、
特
別
な
新
語
彙
と
表
情
記
号
を
形
成
し

た
。
こ
れ
ら
の
記
号
の
組
み
合
わ
せ
は
、
本
人
が
現
場
に
い
な
い
時

の
会
話
中
の
無
表
情
状
態
を
補
う
こ
と
が
で
き
〉
24
〈

る
。
携
帯
電
話
メ
ッ

セ
ー
ジ
やW

eC
hat

で
の
交
流
に
お
い
て
、
日
常
生
活
で
直
接
会
う

と
き
の
表
情
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
、
即
時
通
話
の
声
、
口
調
等
が

な
い
た
め
、
か
え
っ
て
「
絵
文
字
」
や
様
々
な
記
号
（
視
覚
的
表

象
）
の
発
明
に
つ
な
が
っ
た
。
書
面
テ
キ
ス
ト
や
電
子
メ
ー
ル
等
の

比
較
的
人
間
味
の
薄
い
方
式
よ
り
も
、
絵
文
字
の
あ
る
携
帯
電
話

メ
ッ
セ
ー
ジ
やW

eC
hat

等
の
交
流
方
式
の
方
が
人
間
味
が
豊
か
で

あ
〉
25
〈

る
。
対
面
の
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
社
交
コ
ス
ト
の
方
は
は
る
か
に
経
済
的
で
あ

る
。

　Q
Q

（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
（IM

）
ソ
フ
ト
の
一
種

で
あ
る
）
とW

eC
hat

の
相
次
ぐ
出
現
に
伴
っ
て
、
人
々
は
携
帯
電

話
を
使
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
チ
ャ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ

ト
を
含
む
）
の
状
態
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
い
つ
で
も
「
社
交
」

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
の
通
話
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
る

い
はQ

Q

、W
eC

hat

等
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が

人
間
関
係
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
あ
る
学
者
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

とW
eC

hat

等
の
方
式
は
当
事
者
が
直
接
会
わ
な
い
、
通
話
し
な
い

間
接
的
な
交
流
で
あ
る
た
め
、
そ
の
利
便
性
は
人
間
関
係
の
希
薄
化

を
促
進
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
を
通
じ
た
交
流
は
頻
度

が
増
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
濃
度
、
深
度
は
希
釈
さ
れ
て
、
当
事
者

は
人
と
の
直
接
接
触
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
は

確
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
に
役
に
立
つ
一
方
、
日
常

生
活
で
は
携
帯
電
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
間
関
係

を
希
薄
化
さ
せ
る
方
向
性
だ
け
で
な
く
、
全
く
逆
で
人
間
関
係
を

“
全
天
候
化
”（
二
四
時
間
三
六
五
日
）
し
た
り
、
高
密
度
化
し
た
り

す
る
方
向
性
も
あ
り
、
す
べ
て
は
携
帯
電
話
所
持
者
の
選
択
と
主
体

的
判
断
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
中
国
の
例
を
見
る
と
、
携
帯
電
話
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
与
え
る
影
響
が
、
疎
遠
化
か
そ
れ
と
も
親
密
化
か
を
簡
単
に
説
明

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
々
は
初
期
グ
ル
ー
プ

（
家
庭
、
近
所
等
、
対
面
し
て
親
密
に
付
き
合
う
集
団
）、
二
次
グ

ル
ー
プ
（
学
校
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
等
の
あ
る
目
標
を
絆
と
し
て
成

立
す
る
集
団
）
と
交
流
す
る
と
き
に
、
別
々
の
方
略
を
と
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
あ
〉
26
〈

る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
あ
る
い
はW

eC
hat

等

の
携
帯
電
話
の
交
流
は
、
完
全
に
「
事
務
的
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

う
る
一
方
、「
個
人
的
」
と
「
親
密
的
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

こ
れ
は
両
方
の
当
事
者
間
の
相
性
や
合
意
に
よ
る
の
で
あ
る
。
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中
国
社
会
の
青
少
年
や
大
学
生
は
、
携
帯
電
話
を
使
っ
て
社
会
交

流
に
参
加
し
、
同
時
に
顕
著
な
携
帯
電
話
依
存
症
候
群
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
女
子
中
学
生
を
対
象
に
し
た
研
究
に
よ

る
〉
27
〈

と
、
携
帯
電
話
は
女
子
同
性
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度

を
高
め
、
独
特
な
中
級
階
層
の
家
庭
背
景
に
あ
る
「
少
女
文
化
」
を

生
み
、
彼
女
た
ち
は
自
分
の
携
帯
電
話
を
飾
っ
て
自
分
の
個
性
を
主

張
し
、
独
特
な
交
流
方
式
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
携
帯
電
話
依
存

が
深
刻
に
な
り
、
二
四
時
間
連
続
で
電
源
を
オ
ン
に
す
る
傾
向
が
あ

る
。
彼
女
た
ち
の
携
帯
電
話
交
流
は
断
片
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
彼

女
た
ち
は
断
片
を
積
み
重
ね
、
綴
り
合
せ
る
こ
と
で
（
す
な
わ
ち
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
を
送
受
信
す
る
）、
会
話
を
補
い
、
持
続

さ
せ
る
。
こ
れ
は
多
少
、
携
帯
電
話
依
存
の
交
流
の
仕
組
み
を
部
分

的
に
解
釈
で
き
る
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
中
国
社
会
科
学
院
社
会

学
研
究
所
の
社
会
心
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
生
一
〇
五
人
の
一

週
間
の
携
帯
電
話
使
用
時
間
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
彼
ま
た
は

彼
女
た
ち
は
毎
日
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
時
間
が
五
時
間
一

七
分
で
あ
り
、
学
年
が
低
い
ほ
ど
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
、
そ
の
う

ち
、
毎
日
暇
つ
ぶ
し
に
携
帯
電
話
を
使
っ
た
時
間
は
男
子
生
徒
は

一
・
九
二
時
間
、
女
子
生
徒
は
男
子
生
徒
よ
り
四
二
分
ほ
ど
少
な
い

こ
と
を
報
告
し
て
い
〉
28
〈

る
。
携
帯
電
話
は
主
にQ

Q

チ
ャ
ッ
ト
、

W
eC

hat

、
朋
友
圏
（
モ
ー
メ
ン
ツ
と
も
訳
さ
れ
、
友
人
と
情
報
共

有
を
す
る
場
で
あ
る
）
や
ブ
ロ
グ
で
の
情
報
を
確
認
す
る
に
は
使
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
携
帯
電
話
が
大
学
生
に
と
っ
て
も
、
手
放

せ
な
い
「
電
子
お
も
ち
ゃ
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
明
ら
か
に
、
携
帯
電
話
が
生
活
時
間
を
侵
す
こ
と
に
よ
る
断
片
化

は
、
日
常
生
活
の
一
貫
性
を
随
時
中
断
さ
せ
、
全
体
の
生
活
リ
ズ
ム

も
支
離
滅
裂
に
な
り
、
継
続
で
き
な
い
。
携
帯
電
話
と
モ
バ
イ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
社
交
は
、
断
片
化
し
た
社
交
で
あ
る
。

人
々
の
生
活
と
仕
事
、
学
習
の
リ
ズ
ム
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
携
帯

電
話
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
、
携
帯
電
話
で
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る
過

程
は
断
続
的
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
中
断
さ
れ
た
り
、
再
接
続
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
人
々
は
集
中
力
を
持

つ
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
く
な
る
た
め
、
あ
る
意
味
で
、
人
々
は

断
片
化
し
た
生
存
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　
携
帯
電
話
は
確
か
に
日
常
生
活
に
利
便
性
を
提
供
し
、
社
会
的
つ

な
が
り
と
仕
事
調
整
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減
し
、
効
率
的
で
、
直

接
的
で
、
迅
速
で
、
も
し
う
ま
く
使
用
す
れ
ば
、
携
帯
電
話
と
モ
バ

イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
を
更
新
す
る
と
同
時
に
、
日
常

生
活
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場

合
、
携
帯
電
話
の
乱
用
は
少
な
く
と
も
部
分
的
に
日
常
生
活
の
基
本

秩
序
と
ロ
ジ
ッ
ク
を
転
覆
さ
せ
、
例
え
ば
、
電
子
メ
ー
ル
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
とW

eC
hat

が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
入
り
込
む
こ
と
で
、
携

帯
電
話
の
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
存
在
す
る
こ
と
で
、
会
社
、
機
関
ま

た
は
会
社
と
家
庭
の
区
別
や
境
界
は
、
ま
す
ま
す
曖
昧
に
な
っ
て

い
〉
29
〈

る
。
家
庭
で
事
務
を
行
う
、
随
時
待
機
し
て
仕
事
状
態
に
入
る
こ

と
で
、
仕
事
と
生
活
の
境
界
の
曖
昧
さ
は
、
現
代
日
常
生
活
の
景
観
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の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
斉
発
信
の

市
場
の
形
成
、
企
業
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
式
の
広
告
が
個
人
の
携
帯
電
話

に
入
る
と
、
深
刻
な
嫌
が
ら
せ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電
話
所

持
者
の
個
人
情
報
漏
洩
の
危
険
性
も
増
し
て
い
る
。

“
朋
友
圏
”
に
お
け
る
人
間
関
係
の
構
築

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
は
、
中
国
で
は
す
で
に
新
し
い
日
常

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
が
、
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
支
え
ら
れ
て
い
る
社

会
生
活
を
常
に
享
受
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
〉
30
〈

る
。
瞬
時
に
情
報

を
配
信
で
き
るW

eC
hat

は
、
誰
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
で
き
る
通
信
技
術
と
し
て
、
従
来
の
人
と
対
面
す
る
相
互
交
流

を
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
の
交
流
に
取
っ
て
代
え
る
こ
と
を
促
進
し
、

時
空
の
制
限
を
受
け
な
く
な
っ
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
の
交
流
は
、

知
人
、
家
族
と
実
際
に
会
う
機
会
を
減
少
さ
せ
、
同
時
に
見
知
ら
ぬ

人
と
デ
ー
ト
す
る
機
会
を
増
加
さ
せ
る
。
各
種
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
を
経
由
し
て
、
携
帯
電
話
所
持
者
は
い
つ
で
も
匿
名
で
、
面
識

の
な
い
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
は
似
た
趣
味
あ
る
い

は
同
じ
話
題
を
選
ん
で
社
交
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
（
例
え
ば
、
各

種
の
テ
ー
マ
掲
示
板
）、
あ
る
い
は
経
験
と
期
待
で
社
交
（
例
え

ば
、“
驢
友
”
の
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。“
驢
友
”
は
ア
ウ
ト
ド

ア
や
個
人
手
配
旅
行
の
愛
好
者
を
指
す
。「
驢
」
は
「
旅
」
と
同
音

で
あ
る
た
め
、“
驢
友
”
の
意
味
は
「
旅
友
」
で
あ
る
）
を
広
げ

て
、
さ
ら
に
共
通
の
利
益
（
例
え
ば
、
同
じ
団
地
の
業
者
が
共
有
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
資
信
託
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
）
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド

イ
ツ
の
民
俗
学
者
、
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
技

術
に
よ
っ
て
高
ま
る
流
動
性
は
、
交
流
を
よ
り
広
げ
、
社
交
界
と
交

際
界
の
生
活
は
常
に
従
来
の
近
隣
関
係
に
代
わ
っ
て
、
新
し
い
技
術

も
新
し
い
集
団
生
活
を
促
進
す
る
の
に
役
に
立
〉
31
〈
つ
。

　
二
〇
一
二
年
四
月
一
九
日
、W

eC
hat

は4.0

の
リ
リ
ー
ス
を
公

開
し
、“
朋
友
圏
”
の
機
能
を
発
表
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
のA

pp Store

はW
eC

hat

の
“
朋
友
圏
”
機
能
を
承
認
し
、
こ
の
日
は
“
朋
友

圏
”
の
誕
生
日
に
な
っ
た
。“
朋
友
圏
”
は
、
携
帯
電
話
の
ユ
ー
ザ

に
、
よ
り
多
く
の
社
会
的
利
便
性
を
提
供
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

友
人
と
家
族
に
自
分
の
生
活
を
共
有
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
提
供
し
て
い

る
。
テ
ン
セ
ン
ト
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
わ
ず
か
二
年
間
で
、
五

八
％
のW

eC
hat

ユ
ー
ザ
が
常
に
“
朋
友
圏
”
で
情
報
を
閲
覧
・
発

信
し
、
活
躍
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
は
六
・
九
七
億
人
で
あ
る
。
二
〇
一

三
〜
二
〇
一
四
年
に
、W

eC
hat

の
“
朋
友
圏
”
が
急
速
に
拡
大

し
、
携
帯
電
話
利
用
者
は
急
速
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
グ
ル
ー
プ
、
親

戚
グ
ル
ー
プ
、
友
達
グ
ル
ー
プ
等
様
々
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
中
国
社
会
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
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ネ
ッ
ト
を
頼
る
新
し
い
“
朋
友
圏
”
の
交
流
モ
デ
ル
を
急
速
に
形
成

し
、
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
も
、“
朋
友
圏
”
の
情
報
を
確
認
す

る
た
め
に
、
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
に
携
帯
電
話
の
画
面
を
ス
ク

ロ
ー
ル
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　“
朋
友
圏
”
機
能
に
基
づ
くW

eC
hat

グ
ル
ー
プ
は
、
互
い
に
離

れ
て
い
る
ま
た
は
異
な
る
場
所
に
い
る
人
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
バ
ー
チ
ャ

ル
空
間
で
構
築
さ
れ
た
各
種
のW

eC
hat

グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
人
々

は
文
字
、
記
号
、
言
語
、
画
像
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
経
由
す
る
対
話
を

実
現
で
き
る
。“
朋
友
圏
”
は
当
事
者
に
選
択
権
限
を
設
け
て
い
る

た
め
、
人
々
はW

eC
hat

内
の
付
き
合
い
の
度
合
い
を
調
整
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。W

eC
hat

で
は
、「
い
い
ね
」
を
押
す
、
コ
メ

ン
ト
を
残
す
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
等
様
々

な
方
式
で
自
主
性
を
発
揮
し
た
り
、
各
種
の
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
を
設
定

し
た
り
、
社
交
の
負
担
を
軽
減
し
た
り
、
回
避
を
選
択
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、W

eC
hat

の

各
種
「
転
送
依
頼
」
の
バ
ン
ド
ル
式
の
交
流
は
、
人
々
を
悩
ま
せ
て

い
る
。

　W
eC

hat

の
“
朋
友
圏
”
で
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
借
り
て
、
す
ぐ
に
新
し
い
職
業
、“
微
商
”、
す
な
わ
ち
“
朋
友

圏
”
で
商
売
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
現
れ
た
。“
微
商
”
や
“
朋
友

圏
広
告
”
等
の
新
し
い
も
の
に
対
し
て
、
人
々
は
愛
憎
入
り
交
じ

る
、
賛
否
両
論
で
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
か
ら
流
行
し
て
い
る

「W
eC

hat

お
年
玉
」
に
は
抵
抗
で
き
な
い
人
が
多
い
。

　
モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
携
帯
電
話
所
持
者
に
呈
示
し
て
い

る
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
の
中
で
、
適
当
あ
る
い
は
入
念
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
ネ
ッ
ト
名
を
使
っ
て
、
文
字
と
記
号
が
互
い
に
交
錯
す
る
交
流

（chat

、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、W

eC
hat

グ
ル
ー
プ
）
を
行
い
、
現
実
社
会

で
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
、
親
密
あ
る
い
は
淡
泊
な
人
間
関
係
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
形
成
さ
れ
た

特
殊
な
親
密
感
は
、
時
に
は
ネ
ッ
ト
外
の
現
実
社
会
ま
で
あ
ふ
れ

て
、
現
実
の
人
間
関
係
ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か

し
、
携
帯
電
話
所
持
者
が
別
の
空
間
の
誰
か
と
携
帯
電
話
を
通
じ
て

密
接
に
連
絡
し
て
い
る
状
態
は
、
目
の
前
の
人
と
周
囲
の
人
（
例
え

ば
、
家
族
や
恋
人
、
友
人
な
ど
）
へ
の
無
視
を
伴
い
、
強
烈
な
不
快

感
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
〉
32
〈
り
、
関
係
が
冷
め
て
し
ま
う
こ
と
す
ら

あ
る
。
事
実
上
、
中
国
人
が
最
も
重
視
し
て
い
る
家
族
団
欒
の
際
、

子
供
た
ち
は
頭
を
さ
げ
て
携
帯
電
話
を
い
じ
っ
て
い
て
、
家
族
と
の

会
話
に
参
加
し
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
一
つ
の
悪
習
で
あ
る
な
ど
非

難
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
人
の
社
会
関
係
の
中
で
、「
縁
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
民

俗
学
者
は
人
々
が
社
会
的
人
間
関
係
を
構
築
す
る
ル
ー
ツ
を
「
五

縁
」、
す
な
わ
ち
「
親
縁
」（
近
親
、
婚
姻
）、「
地
縁
」（
同
郷
会
、

地
域
社
会
）、「
神
縁
」（
祭
り
、
縁
日
）、「
業
縁
」（
行
会
、
師
承
）、

「
物
縁
」（
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
に
分
類
し
、
人
々
が
こ
れ
ら
の
縁
で
構

築
・
維
持
し
て
い
る
人
間
関
係
は
、
彼
ら
の
実
際
の
日
常
生
活
に
よ
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り
役
に
立
つ
と
指
摘
し
〉
33
〈
た
。
実
際
、「
学
縁
」（
同
級
生
）、「
趣
味

縁
」（
同
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
）
等
も
あ
る
が
、
特
に
多
次
元
の
現
代

社
会
で
は
、「
趣
味
縁
」
も
完
全
に
個
人
化
さ
れ
た
趣
味
で
あ
り
、

ま
す
ま
す
人
間
関
係
を
構
築
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る

人
類
学
者
は
、
携
帯
電
話
の
縁
が
「
ネ
ッ
ト
の
縁
」
で
あ
り
、
従
来

の
血
縁
、
地
縁
等
と
比
較
し
て
、
携
帯
電
話
を
経
由
す
る
人
間
関
係

を
「
電
縁
」
と
呼
ぶ
と
指
摘
し
て
い
〉
34
〈

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

「
電
縁
」
は
多
く
の
新
し
い
特
徴
を
表
し
て
い
る
が
、
上
述
の
「
諸

縁
」
の
代
替
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
縁
と
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
。

　
中
国
社
会
で
は
、W

eC
hat

で
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
が
、
一
連

の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
上
述
し
た
「
諸
縁
」
の
社
会
関
係

に
対
す
る
互
換
性
で
あ
る
。
あ
る
学
者
は
、
実
際
の
調
査
と
考
察
を

合
わ
せ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
間
関
係
の
構
築
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
人
々
は
自
然
に
血
縁
、
地
縁
、

性
別
、
業
縁
、
趣
味
等
の
多
様
な
関
係
に
基
づ
い
てW

eC
hat

グ

ル
ー
プ
を
作
っ
た
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
の
社
会
関
係
は
階
層
化
さ

れ
た
構
造
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
家
族
のW

eC
hat

グ
ル
ー
プ

は
二
つ
の
階
層
を
設
け
、
一
つ
は
血
縁
関
係
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
姻
戚
を
含
む
拡
張
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
村
落

のW
eC

hat

グ
ル
ー
プ
、
郷
鎮
範
囲
のW

eC
hat

グ
ル
ー
プ
、
全
県

範
囲
のW

eC
hat

グ
ル
ー
プ
等
は
、
族
内
の
社
会
人
間
関
係
を
固
め

て
、
民
族
間
交
流
を
広
く
発
展
さ
せ
〉
35
〈

た
。
次
に
、
当
事
者
は
両
親
、

親
戚
、
友
人
、
同
僚
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
部
下
、
取
引
先
、
ネ
ッ
ト

知
り
合
い
等
の
社
会
関
係
を
明
確
に
適
切
な
分
類
と
区
分
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
そ
う
で
な
い
と
、W

eC
hat

グ
ル
ー
プ
が
暴
走
し
、
混

乱
す
る
。
さ
ら
に
、“
朋
友
圏
”
の
媒
体
が
複
雑
に
な
る
に
つ
れ

て
、“
朋
友
圏
”
内
の
関
係
も
分
化
し
、
一
部
に
は
固
定
的
な
束
縛

性
（
例
え
ば
、
家
族
グ
ル
ー
プ
、
同
級
生
グ
ル
ー
プ
等
）
が
あ
り
、

他
の
一
部
に
は
選
択
性
（
例
え
ば
、
趣
味
グ
ル
ー
プ
、
顧
客
グ
ル
ー

プ
等
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
強
い
記

録
機
能
に
よ
っ
て
、
メ
モ
リ
の
リ
ス
ト
が
失
わ
れ
に
く
く
な
り
、
す

な
わ
ち
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」
ま
た
は
「
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

化
」
の
蓄
積
を
形
成
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
は
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
人
間
関
係
を
携
帯
電
話
に
保
存
し
て
い
る
た
め
、
携
帯
電
話

が
故
障
し
た
場
合
、
ま
た
は
手
元
に
な
い
場
合
で
は
、
日
常
生
活
は

す
ぐ
に
「
危
機
」
あ
る
い
は
「
連
絡
が
と
れ
な
い
」
状
態
に
な
り
、

当
事
者
も
そ
の
原
因
で
寂
し
さ
と
孤
立
感
を
感
じ
る
。

　
携
帯
電
話
のW

eC
hat

で
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
は
、
中
国
社
会

の
一
般
の
人
々
が
伝
統
的
な
血
縁
、
地
縁
、
業
縁
等
に
基
づ
い
て
形

成
し
た
社
交
的
な
領
域
を
突
破
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
農
村
で
も
人

間
関
係
が
現
実
空
間
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
へ
と
移
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
実
証
的
研
究
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
慎
重

に
分
析
す
れ
ば
、
新
た
な
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が
、
人

類
学
者
の
費
孝
通
が
主
張
し
て
い
る
“
差
序
格
局
”（
差
序
的
な
構

造
配
〉
36
〈置

）
を
解
体
す
る
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
関
係
構
造
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の
変
化
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
陝

西
省
の
臨
潼
市
穆
寨
郷
の
南
坡
村
を
例
と
し
て
挙
げ
る
〉
37
〈

と
、
こ
の
比

較
的
に
閉
鎖
的
な
山
区
村
落
の
村
民
の
四
三
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
る
（
二
九
歳
以
下
、
中
学
教
育
の
学
歴
以
上
の
若
い
村

民
が
多
い
）、
四
六
％
の
人
が
普
通
の
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
。

男
女
の
社
会
分
業
に
基
づ
い
て
、
男
性
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る

割
合
は
女
性
よ
り
や
や
多
い
。
村
民
の
携
帯
電
話
使
用
は
、
七
〇
％

は
目
的
の
な
い
暇
潰
し
の
社
交
で
、
例
え
ばQ

Q

とW
eC

hat

等

の
チ
ャ
ッ
ト
で
あ
る
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
か
ら
、「
親
戚
を
訪

問
す
る
」
こ
と
が
減
っ
て
、
用
事
が
あ
る
時
は
先
に
電
話
で
連
絡

し
、
訪
問
し
な
く
て
も
い
い
。
し
か
し
村
民
の
携
帯
電
話
に
貯
蔵
さ

れ
て
い
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
依
然
と
し
て
家
族
、
親
戚
、
友

達
、
地
元
の
知
人
と
よ
そ
の
知
人
と
い
う
近
い
関
係
か
ら
遠
い
関
係

ま
で
と
い
う
“
差
序
格
局
”
に
従
っ
て
い
る
。

　
都
市
で
も
同
様
で
あ
り
、
携
帯
電
話
のW

eC
hat

グ
ル
ー
プ
は
、

市
民
個
人
が
“
差
序
格
局
”
の
方
式
で
人
間
関
係
を
構
築
・
維
持
す

る
の
に
自
主
性
を
提
供
し
て
い
る
。
都
市
社
会
の
居
住
構
造
は
知
人

社
会
の
格
差
を
打
破
す
る
が
、
人
々
が
携
帯
電
話
を
使
う
の
は
や
は

り
自
分
を
中
心
に
し
て
、
親
族
、
友
達
、
職
場
の
各
層
へ
う
す
く

な
っ
て
い
く
感
覚
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
付
き
合
い
の
空
間
を
整

理
し
、
携
帯
電
話
通
信
の
連
絡
頻
度
も
、
ち
ょ
う
ど
“
差
序
格
局
”

と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
携
帯
電
話
所
持
者
の
個
人
の
自
主

性
と
態
度
は
非
常
に
重
要
〉
38
〈

で
、
個
人
は
自
主
的
に
携
帯
電
話
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
。“
差
序
格

局
”
の
中
で
比
較
的
遠
い
人
間
関
係
を
接
近
さ
せ
、
あ
る
い
は
強
化

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
一
部
の
比
較
的
近
い
人
間
関
係
を
疎
遠
あ

る
い
は
希
薄
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

結
　
語

　
中
国
の
学
術
界
で
は
、
す
で
に
多
く
の
学
者
は
携
帯
電
話
が
引
き

起
こ
し
た
「
生
活
革
命
」
に
注
目
し
、
携
帯
電
話
と
モ
バ
イ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
人
々
の
交
流
が
以
前
の
よ
う
な
伝
統
的
な
形

式
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
人
間
関
係
の
交

流
方
式
と
人
々
の
社
交
生
活
等
の
方
面
で
確
か
に
日
進
月
歩
の
変
化

が
現
れ
て
き
た
一
方
、
伝
統
的
な
「
諸
縁
」
に
基
づ
く
人
間
関
係
の

ル
ー
ツ
と
根
付
い
た
人
間
関
係
の
“
差
序
格
局
”
は
、
ま
た
新
し
い

形
式
で
携
帯
電
話
時
代
に
お
い
て
「
再
生
産
」
さ
れ
た
。
筆
者
の
考

え
で
は
、
携
帯
電
話
は
個
人
主
義
の
情
報
機
器
と
し
て
、
所
持
者
が

社
会
生
活
の
真
の
主
人
公
に
な
る
こ
と
を
促
し
、
所
持
者
の
日
常
生

活
に
お
け
る
存
在
感
を
積
極
的
に
生
み
出
し
、
強
化
し
、
そ
の
新
し

い
日
常
生
活
（
社
交
生
活
を
含
む
）
の
意
義
を
構
築
す
る
の
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
で
日
頃
の
生
活
を
記
録
し
て
誰

か
と
共
有
し
た
り
、
携
帯
電
話
で
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
り
、
自

己
が
望
ん
で
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
た
り
し
て
、
携
帯
電
話
で

異
な
る
グ
ル
ー
プ
を
行
き
来
し
た
り
、
疎
遠
、
孤
独
と
仮
想
の
賑
や
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か
さ
の
間
を
行
き
来
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
努
力
が
、

携
帯
電
話
使
用
中
で
日
常
生
活
の
モ
デ
ル
化
に
向
け
ら
れ
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
り
、
情
報
社
会
に
お
い
て
携
帯
電
話
を
中
心
と
し
た
デ
ジ

タ
ル
生
活
方
式
を
最
終
的
に
可
能
に
す
る
。
明
ら
か
に
、
携
帯
電
話

と
そ
の
普
及
が
も
た
ら
し
た
す
べ
て
の
変
化
は
、
中
国
社
会
が
持
続

的
に
変
遷
す
る
総
プ
ロ
セ
ス
の
一
側
面
に
す
ぎ
な
い
。

注〈
1
〉 

周
星
「
中
国
人
的
生
活
革
命
」『
社
会
科
学
報
』
第
一
五
五
七

期
、
第
六
版
、
二
〇
一
七
年
五
月
。

〈
2
〉 

何
威
『
網
衆
伝
播
│
│
一
種
関
於
数
字
媒
体
、
網
絡
化
用
戸
和

中
国
社
会
的
新
範
式
』
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
五
二

－

五
七
頁
。

〈
3
〉 

周
星
「
信
息
機
器
（
手
機
）
的
普
及
与
「
貼
身
」
的
生
活
革

命
」
宋
頴
主
編
『
民
俗
伝
承
与
技
術
発
展
』
知
識
産
権
出
版
社
、
二

〇
一
八
年
、
二
一
一

－
二
四
二
頁
。

〈
4
〉 

中
国
互
聯
網
信
息
中
心
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
『
第
四
二
次
中
国
互
聯
網

絡
発
展
状
況
統
計
報
告
』
二
〇
一
八
年
八
月
二
〇
日
。

〈
5
〉 

孟
利
艶
・
劉
加
星
「
青
少
年
手
機
使
用
与
日
常
生
活
方
式
的
変

遷
」『
青
年
探
索
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
。

〈
6
〉 

新
谷
尚
紀
『
民
俗
学
が
わ
か
る
事
典
』
日
本
実
業
出
版
社
、
一

九
九
九
年
、
三
一
二

－

三
一
三
頁
。

〈
7
〉 

岸
田
宏
司
「
家
庭
の
情
報
化
と
家
族
関
係
」
石
川
実
・
井
上
忠

司
編
『
生
活
文
化
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
八

年
、
二
五
〇

－

二
六
九
頁
。

〈
8
〉 

岡
田
朋
之
・
松
田
美
佐
編
『
ケ
ー
タ
イ
社
会
論
』
有
斐
閣
、
二

〇
一
二
年
、
一
六
〇
頁
。

〈
9
〉 

三
上
俊
治
『
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
へ
の
招
待
』

学
文
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
二
頁
。

〈
10
〉 

閻
雲
祥
『
中
国
社
会
的
個
体
化
（T

he Individualization of 
C

hinese Society

）』（
陸
洋
等
訳
、上
海
訳
文
出
版
社
、二
〇
一
二
年
。

〈
11
〉 

周
星
「
関
於
「
時
間
」
的
民
俗
与
文
化
」『
西
北
民
族
研
究
』

二
〇
〇
五
年
第
二
期
。

〈
12
〉 

﹇
法
﹈
馬
克
・
第
亜
尼
『
非
物
質
社
会
│
│
後
工
業
世
界
的
設

計
、
文
化
与
技
術
』
滕
守
尭
訳
、
四
川
出
版
集
団
、
四
川
人
民
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
六
頁
。

〈
13
〉 

周
暁
虹
主
編
『
中
国
中
産
階
層
調
査
』
社
会
科
学
文
献
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一

－

二
〇
三
頁
。

〈
14
〉 

周
暁
虹
主
編
『
中
国
中
産
階
層
調
査
』
社
会
科
学
文
献
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
五

－

一
七
九
頁
。

〈
15
〉 

周
芸
「
山
寨
手
機
与
青
年
農
民
工
群
体
的
城
市
身
份
建
構
」

『
蘭
州
学
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
一
期
。

〈
16
〉 

孫
秋
雲
・
費
中
正
「
消
費
現
代
性
│
│
手
機
与
西
江
苗
寨
的
社

会
変
遷
」『
貴
州
民
族
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
三
期
。

〈
17
〉 

岡
田
朋
之
・
松
田
美
佐
編
『
ケ
ー
タ
イ
社
会
論
』
有
斐
閣
、
二

〇
一
二
年
、
五

－

六
、
四
三

－

四
四
頁
。

〈
18
〉 
孫
文
剛
「
網
絡
民
俗
│
│
民
俗
学
科
的
新
増
長
点
」『
民
間
文

化
論
壇
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
。



164

〈
19
〉 

季
野
等
主
編
『
一
九
九
九
年
中
国
発
展
状
況
与
趨
勢
』
経
済
日

報
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
二
五

－

二
五
〇
頁
。

〈
20
〉 
董
暁
萍
『
全
球
化
与
民
俗
保
護
』
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇

七
年
、
一
二
八

－

一
二
九
、
二
一
二
頁
。

〈
21
〉 

劉
豊
「
試
論
手
機
短
信
的
社
会
功
能
」
陶
立
璠
主
編
『
亜
細
亜

民
俗
研
究
』
第
六
輯
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
四
四

－

三

四
八
頁
。

〈
22
〉 

龍
暁
添
『
祝
福
短
信
的
伝
播
与
伝
統
節
目
伝
承
』
李
松
・
張
士

閃
主
編
『
節
目
研
究
』
第
五
輯
、
泰
山
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一

五
三

－

一
六
二
頁
。

〈
23
〉 

高
丙
中
「
聖
誕
節
与
中
国
的
節
目
框
架
」『
民
俗
研
究
』
一
九

九
七
年
第
二
期
。

〈
24
〉 

劉
華
芹
著
『
天
涯
虚
擬
社
区
│
│
互
聯
網
上
基
於
文
本
的
社
会

互
動
研
究
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
五
三
頁
。

〈
25
〉 

張
進
・
喩
豊
「
智
能
手
機
和
社
交
網
絡
改
変
什
麼
？
」『
清
華

管
理
評
論
』
二
〇
一
四
年
第
五
期
。

〈
26
〉 

李
敬
「
手
機
短
信
影
響
下
的
人
際
交
往
│
│
親
密
還
是
疎

離
？
」『
東
南
伝
播
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
。

〈
27
〉 

劉
丹
『
手
機
対
於
青
少
女
同
儕
関
係
影
響
之
探
討
│
│
以
杭
州

市
初
中
女
生
的
手
機
使
用
状
況
為
例
』
南
京
大
学
二
〇
一
一
年
度
修

士
学
位
論
文
。

〈
28
〉 

王
暁
芸
等
「
大
学
校
園
「
低
頭
族
」
劇
増
、
高
校
出
招
鼓
励

「
脱
機
」
自
習
」『
北
京
青
年
報
』
二
〇
一
六
年
五
月
一
七
日
。

〈
29
〉 

姜
申
「
手
機
与
後
工
業
文
化
」﹇
新
西
蘭
﹈
林
勇
、
霍
華
徳
・

麦
克
諾
頓
編
『
二
一
世
紀
生
活
中
的
文
化
現
象
』
林
勇
・
陳
運
亨
・

姜
申
訳
、復
旦
大
学
出
版
社
、二
〇
一
一
年
、三
六
八

－

三
八
四
頁
。

〈
30
〉 

趙
旭
東
「
微
信
民
族
誌
時
代
即
将
来
臨
│
│
人
類
学
家
対
於
文

化
転
型
的
覚
悟
」『
探
索
与
争
鳴
』
二
〇
一
七
年
第
五
期
。

〈
31
〉 

﹇
徳
﹈
赫
尓
曼
・
鮑
辛
格
『
技
術
世
界
中
的
民
間
文
化
』
戸
暁

輝
訳
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
六
二
頁
。

〈
32
〉 

小
此
木
啓
吾
『
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
人
間
の
精
神
分
析
』
朝
日

新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
〇

－

四
一
頁
。

〈
33
〉 

鄭
土
有
等
『
五
縁
民
俗
学
』
同
済
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
、
五

－

七
頁
。

〈
34
〉 

藤
本
憲
一
「
ケ
ー
タ
イ
文
化
人
類
学
の
可
能
性
」『
月
刊 

み
ん

ぱ
く
』
二
〇
〇
七
年
七
月
号
（
特
集
：
ケ
ー
タ
イ
）。

〈
35
〉 

徐
黎
麗
・
王
悦
「
微
信
使
用
対
中
蒙
辺
境
馬
鬃
山
口
岸
蒙
古
族

社
会
関
係
的
影
響
」『
西
北
民
族
研
究
』
二
〇
一
九
年
第
一
期
。

〈
36
〉 

費
孝
通
『
郷
土
中
国
』
西
澤
治
彦
訳
、
風
響
社
、
二
〇
一
九

年
、
六
五

－

八
二
頁
。

〈
37
〉 

田
龍
過
・
唐
寧
「
基
於
智
能
手
機
為
移
動
終
端
的
陝
西
省
農
村

交
往
方
式
研
究
│
│
以
穆
寨
郷
南
坡
村
為
例
」『
新
聞
研
究
導
刊
』

二
〇
一
五
年
第
一
二
期
。

〈
38
〉 

劉
偉
「
従
手
機
通
訊
功
能
使
用
現
状
看
現
代
生
活
中
的
人
際
交

往
│
│
基
於
二
〇
〇
九
年
成
都
市
手
機
調
査
的
実
証
研
究
」『
浙
江

伝
媒
学
院
学
報
』
二
〇
一
四
年
第
二
期
。


